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じょうし はらえ

古代中国では、
３月３日に桃のお酒を
飲む風習があり、桃は「仙木」

と言われ、不老長寿を与える植物と
されていました。日本でも桃は
魔除けに使われていたため、
ひなまつりに取り入れ
られたそうです。

＊参考資料
〇『自然のめぐみを楽しむ
昔ながらの和の行事』
石坂 昌子／著（社団法人家の光協会）
〇『しばわんこの和の行事えほん』

川浦 良枝／著（株式会社白泉社）

〇『伝統行事がわかる図鑑①
春のしきたり』
新谷 尚紀／監修（株式会社ポプラ社）

ご来館の際は、マスクの着用、手指の消毒、咳エチケット等にご協力お
願いいたします。

ひなまつりは、中国の魏の時代に行われていた「上巳の祓」と平安貴族の女の子の

「ひいな遊び」という人形遊びが結びついたおまつりです。ひな人形や桃の花を飾

り、ひなあられや菱餅などのごちそうを食べる特別な日です。

もともとは紙で作られ、自身の厄を移し川や海に流していて(流しびな)、しだいに

現在のような豪華な人形を飾るようになったそうです。寛永雛や享保雛、古今雛な

ど時代の移り変わりによって変化してきました。



一般書

「刑事の枷」

おすすめの新刊本

を紹介します♪

表は所蔵館と請求記号です。

（堂場 瞬一 著／ＫＡＤＯＫＡＷＡ）

堂場 瞬一さん 代表作

児童書

交番勤務から川崎中央署刑事課に異動した若手警察官は、署内で疎まれるベテラン刑事と、

１０年前の殺人事件を独自に捜査していく。

強引に連れ回されるうちに、やがて未解決事件の解明に惹かれて…。

警察小説を得意とする著者の最新作。

「水とトイレがなかったら？

おはなしＳＤＧｓ 安全な水とトイレを世界中に」

（石崎 洋司 著／講談社）

蛇口から水が出る。家にシャワートイレがある。これって、ふつうじゃないの？

陽樹はタイムマシンで、世界中旅をしながら各地の水とトイレについて調べることに…。

物語をとおして、ＳＤＧｓのことをわかりやすく伝える本。

「すし屋のすてきな春原さん」

「海をこえて虫フレンズ」

「夢の発電って、なんだろう？」 など

そのほかの「おはなしＳＤＧｓ」
中央 那珂湊 佐野
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「刑事・鳴沢了シリーズ」

「警視庁追跡捜査係」

「警視庁失踪課・高城賢吾シリーズ」
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中央 那珂湊 佐野

はるき





は全館休館日です

日 月 火 水 木 金 土
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11 12 13 14 15 16 17
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25 26 27 28 29 30

は津田分室のみ休館です

『図書館ごよみ＆イラスト1200』より

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
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３月の特集コーナー

～自殺対策強化月間～
新型コロナの感染拡大が収まらない中、以前よりさまざまな不安を

抱え込んでしまう方が増えたのではないでしょうか。
今月の特集コーナーでは心の悩みやストレスの対処法などに関する

本をご紹介します。ぜひ、お立ち寄りください。

期 間 ２月２６日(金)～３月２４日(水)
場 所 中央・那珂湊・佐野図書館

第二次世界大戦中に

『アンネの日記』を書いたユダヤ人

少女。ドイツの収容所に送られ15歳

の若さで亡くなりました。隠れ家で

の約2年間の暮らしを綴った日記は

父親のもとに届き、1947年にアムス

テルダムで出版されました。

北海道と本州を結ぶ全長38.85㎞

の青函トンネルは戦前に構想が

計画され、長い歳月をかけて

1988年3月13日に営業を開始しま

した。


